
 

 

 

 
  

 

 

 

人生日々ドラマあり  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島西高校２学年通信 第 6号  2025 年 8 月 27日（水） 

 

２
 

福島駅の新幹線ホームに、少し怪しい人物がいた。高校生の

集団に紛れ込んでいたその男は、唐草模様の風呂敷を背負い、

笑みを浮かべながら誰彼かまわず話しかけていた。集団の喧騒

に負けない大声で、他愛もない話を繰り返す姿は、なかなかの

存在感だった。 

これは、今から何十年も前、私が高校生だったころの修学旅

行初日に起こった出来事である。まさに「人生日々ドラマあ

り」。修学旅行はそうした小さなドラマに満ちあふれていて、だ

からこそ思い切り楽しむ価値があるのだ。 

一方で、別の場所では困った顔をして線路を見つめている少

年がいた。普段かぶり慣れない帽子を着用するように言われた

ばかりに、風にあおられて帽子を線路に落としてしまったの

だ。ほどなく駅員さんが駆けつけ、事なきは得たものの、周囲

は少し冷や冷やした。 

文化祭や修学旅行は、自分を主人公にできる大切な舞台だ。ただし「自分勝手にふるまう」という意味

ではない。奇跡的に出会えたクラスメイトや仲間たちと時間を分かち合い、自分なりの物語を紡いでいく

――それこそが、この行事の醍醐味だろう。 

文化祭も、修学旅行も、そしてこれからの学校生活も。どれも二度とない瞬間の積み重ねだ。どうせな

ら、その一コマ一コマを心に刻んで楽しみたい。 

 

さあ、２学期も思いきり楽しもう。君たち自身のドラマをつくるために。 

～文化祭、修学旅行、そして…～ 

7月模試の結果を生かす 
 

ベネッセ総合学力テストの結果が出て、個票も配布しました。それぞれ、自分の学力状況をしっかり確認し

てください。志望校別の判定については、合格できるレベルに達しているかそうでないか、よくわかると思い

ます。高校時代の学力は、進学後の自分を助けてくれるものでもあるので、普段の学習時間を確保し、より一

層学力を高めていって欲しいです。 

 

●模試の後に、必ずやろう！ 
・もう一度解く 

・解答解説を確認 

・復習（自力でスムーズに解けた問題、時間があれば解けただろうな、という問題、解説を見ないと分からな

かった問題、など自分の中で分類するとよい） 

 

  ☆Classiで週末課題として、個別に復習するべき課題を配信しています。１１月模試に向けて必ず取り組んでおこう！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

■8月―9月の行事予定 ■ 

日 曜 予 定 

25 月 SC 

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

9/1 月 リハーサル、終日準備              SC 

2 火 校内文化祭・開祭式、文化部発表 

3 水 校内文化祭・クラス発表、閉祭式、片付け 

4 木  

5 金  

6 土  

7 日  

8 月 SC 

9 火  

10 水  

11 木  

12 金 月の授業 

13 土  

14 日  

15 月 敬老の日 

16 火 招待公演 

17 水  

18 木  

19 金 SC 

20 土  

21 日  

22 月 創立記念日 

23 火 秋分の日 

24 水  

25 木  

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 SC 

30 火 中間考査 

＊SC…スクールカウンセラー来校日 
●10月の主な予定 

     ～3日（金）中間考査 

    15日（水）～18日（土） 修学旅行 

    20日（月）代休 

       31日（金）～11/1（土）ベネッセ総合学力テスト 

 

 

 

 

●修学旅行に向けた心構え                                     
 

修学旅行中は学年全体、クラス、グループとそれぞれの

場面で、集団の中の一員としての行動が求められます。事

前準備の期間も含めて、クラスや同じグループの人たち

と、これまで以上によりよい信頼関係をつくることができ

る良い機会です。自身の体調や安全確保に留意しながら、

旅行に備えるようにしてください。 

2 日目以降に訪れる奈良・京都では、五感をフルに使っ

て古都の空気を感じ取ってみてください。関西には、福島

とは異なる文化があります。街の雰囲気、行き交う地元の

人々の言葉や気質など、奈良、京都、大阪との間でさえも

異なるものがあります。（ちなみにどん兵衛のスープの出

汁も、東日本の出汁とは異なります。）そのような場に身

をおくことで、自分の視野も広がり、新たな自分の一面に

気づくきっかけになるでしょう。 

今回訪れる近畿地方の各都市は、古代より日本の政治・

経済・文化を育んできたところです。神社仏閣の荘厳さや

美しい庭園に、往時の人々の思いを感じとれると思いま

す。千年以上もの長い間には、幾たびの自然災害や戦災に

遭った国宝や国指定重要文化財もみられます。壊れても、

燃えても、受け継がれてきたものを守ろうとしてきた当時

の人々の努力があり、文化財が受け継がれてきました。そ

して現在でも修復作業、復元作業は続けられています。そ

のような長い間守り続けられてきた神様や仏様に礼拝する

と、心が整うような気持ちにもなります。 

参拝する神社仏閣では、神仏への崇敬、建立し守り続け

てきた人々へ思いを馳せながら訪れましょう。 

神社の鳥居～拝殿での礼拝マナー 

◎神さまは崇敬される存在であります。 

①鳥居をくぐる前には軽く一礼。 

②参道の中央は神様の通り道なので、左右どちらかの端を歩く。 

③手水（ちょうず）で身を清める。 

（感染症対策で使用禁止されているかもしれません） 

①拝殿についたら賽銭を入れる 

②鈴を鳴らす 

③二拝・二拍手・一拝 

 

 

お寺での参拝マナー 

◎仏さまは、生命あるすべてのものを教え導く存在であります。 

①山門に立ったら一度立ち止まり、一礼 

②参道の端を歩く 

③手水で身を清める 

④お線香をあげる 

⑤参拝をする（合掌） 

 

 

 


